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館長と冬の野を歩こう！開催

1 月２１日(土)に「館長と
冬の野を歩こう！スカイツリー
を眺めよう！」を実施しました。
総合公園駐車場を出発し、

憩の森や総合公園内の散策
路等を約４㎞歩きました。

当日はかなり冷え込んで
いましたが、よく晴れており、
県道沿いの展望台など
から双眼鏡越しにスカイ
ツリーを確認することが
出来ました。

参加者募集

世代間交流館開館カレンダー

日 曜日 予定

1 水

2 木  みんなの広場・コツコツ貯筋体操
3 金  シニア筋力ぐんぐん教室 ※ 午後 臨時休館

4 土  休館
5 日  休館
6 月  コツコツ貯筋体操
7 火  みんなの広場・みんなの相談室
8 水

9 木  みんなの広場・コツコツ貯筋体操
10 金

11 土  休館
12 日  休館
13 月  コツコツ貯筋体操
14 火  みんなの広場
15 水

16 木  みんなの広場・成人学級「体操教室」
17 金

18 土  休館
19 日  休館
20 月  コツコツ貯筋体操
21 火  みんなの広場
22 水

23 木  コツコツ貯筋体操
24 金

25 土  休館
26 日  休館
27 月  コツコツ貯筋体操
28 火  みんなの広場

伊香保地区人口(１２月末現在)

男性：１，１８１人

女性：１，３３１人

合計：２，５１２人

いかほ公民館通信

開催日時：令和５年2月１６日（木）
午前１０時～午前１１時３０分(予定)

開催場所：世代間交流館
講 師：健康運動指導士 斉藤智子先生
対 象：伊香保地区在住･在勤
定 員：２０名（先着順）
参 加 費：無料
申込受付：２月３日（金）～１３日（月）
持 ち 物：室内用運動靴･飲み物

※ 新型コロナの感染状況等や天候等により、中止や延期となる場合もありますので、ご了承ください。

〈 世代間交流館 開館日時 〉
平日の月・水・金…13：00～17：00
平日の火・木…10：00～12：00、13：00～17：00
※ 2 月 3日(金)の午後は臨時休館です。

〈 上記事業の開催時間 〉
みんなの広場 … 10：00～12：00
コツコツ貯筋体操…10：00～11：30

《会場は世代間交流館です。当日参加できます。》

日時：２月７日（火）

午前１０時～１１時

金島伊香保地域包括センターの
職員がご相談をお受けします。

日時：２月３日（金）

午前９時３０分～１１時

所管：介護保険サポーター

「成人学級」のお申し込みについては、伊香保公民館へ
電話又はＦＡＸ、窓口で、希望する番号、氏名、住所、
電話番号をお伝えください。
電 話：７２－５７７７ ＦＡＸ：７２－５７６６
※受付時間は平日の８：３０～１７：１５です。

開催日時：令和５年2月２４日（金）
午前７時３０分～午後5時45分(予定)

集合場所：伊香保体育館駐車場
行 程：カルピスみらいのミュージアム(見学)

→道の駅「かぞわたらせ」(自由昼食)
三県境(見学)→県立館林美術館(観覧)

対 象：伊香保地区在住･在勤
定 員：１０名（先着順）
参 加 費：無料
申込受付：２月８日（水）～１７日（金）
持 ち 物：飲み物･歩きやすい靴 等 ※マスク着用
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